
主催 輝く女性活躍加速化とっとり会議、（一社）中国地域ニュービジネス協議会鳥取支部・鳥取支部女性部会、鳥取県  

交流会（17:00～） 

[日 時] 平成２９年２月１０日（金）14:00～16:40 
 

[会 場] ホテルニューオータニ鳥取 鶴の間（鳥取市今町2-153） 

第２部 パネルトーク 

15:20～16:40 

第１部 特別講演 

14:10～15:10 

「これからの女性活躍」をテーマに「自分らしく輝くために、何ができるのか」
「企業として、女性活躍にどう取り組んでいくのか」など、経営者、管理職、
従業員など様々な立場から語り合っていきます。 

ゲストスピーカー  

 奥田 浩美 さん 

  株式会社ウィズグループ代表取締役社長 

とっとり女性活躍フォーラム 
 

～男女がともに活躍できる環境づくりへ～ 

とっとりを元気に！ 
  これからの女性活躍を考える 

＜プロフィール＞ 
鹿児島生まれ。インド国立ボンベイ大学（現州立ムンバイ大学）大学院社会福祉課程修了。 
1991年にIT特化のカンファレンス事業を起業し、数多くのITプライベートショーの日本進出を支える。 
2001 年に株式会社ウィズグループを設立。2008年よりスタートアップと呼ばれるITベンチャーの育成支援に乗り出し、スター
トアップのエコシステムビルダーとしての活動を開始。2013年には徳島県の過疎地に「株式会社たからのやま」を創業し、地域
の社会課題に対しITで何が出来るかを検証する事業を開始。地域と海外を繋ぎ、新しい事業を生み出す活動も行っている。 
委員：経済産業省所管 情報処理推進機構(IPA)「IT人材白書」検討委員、「未踏IT人材発掘・育成事業」審査委員、
内閣府「アジア・太平洋輝く女性の交流事業」委員、総務省「地域情報化アドバイザー」 

ワクワクすることだけ、やればいい！ 
  ～自分らしい働き方をデザインする～ 
 

※実施内容等の詳細については、下記ホームページをご覧ください。 

https://www.pref.tottori.lg.jp/danjyokatsuyaku/ 

＜プロフィール＞ 
早稲田大学在学中に創業、卒 
業と同時に「科学技術をわかりや 
すく伝える」をコンセプトに、女性の 
職域の拡大と継続支援をめざす 
株式会社コスモピアを設立し、社 
長に就任。ICTソリューションビジ 
ネスを中心に、スタッフの95％が 
女性である。2016年、テレワーク 
に積極的に取り組む企業として 
総務省により「テレワーク先駆者 
百選」に選出された。 

モデレーター  
 

田子みどり さん 株式会社コスモピア代表取締役 

ゲスト、参加者同士の交流会です。 
参加費：１，５００円 
 ※ホテルニューオータニのケーキバイキング 
 ※事前申込みが必要です。 

※「交流会」参加希望者
は別途参加費が必要です。 



申込代表者氏名（ふりがな）        

申込代表者連絡先 

電話番号 

電子メール 

所属（会社・団体等） 

参加者氏名（ふりがな） 
交流会 

 ※○をつけてください（要申込） 
 ※参加費：1,500円 

１ 参加 ・ 不参加 

２ 参加 ・ 不参加 

３ 参加 ・ 不参加 

４ 参加 ・ 不参加 

５ 参加 ・ 不参加 

 お問合せ・申込み先 
  輝く女性活躍加速化とっとり会議事務局 
 （鳥取県女性活躍推進課） 
  〒680－8570 鳥取市東町一丁目220番地 
   電話：0857-26-7077 
   FAX：0857-26-8196 
   E-mail：jyosei-katsuyaku@pref.tottori.jp 
 

次のアドレスの専用フォームからお申し込みください。 
https://www.pref.tottori.lg.jp/263029.htm  

とっとり女性活躍フォーラム 
参加申込書 

平成29年 

２/６（月） 
締切り 

※ご記入いただいた個人情報は、本イベントの参加者管理にのみ使用し、その他の目的には一切使用いたしません。 
※交流会参加希望者は、当日受付において参加費をお支払いください。  

F A X 番 号 0857-26-8196  

インターネット 
申込はこちらから 

参加希望の方は、FAX、電子メールまたはインターネットの応募フォームからお申込みください。 
※定員に余裕があれば当日参加も可能です。  

電子メール 
参加申込書の内容を記載し、下記メールアドレスまでお送りください。 
jyosei-katsuyaku@pref.tottori.jp 

  

第４次鳥取県男女共同参画計画 検索 

平成２８年１０月に「第４次鳥取県男女共同参画
計画」を新たに策定しました。 


